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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・史学一般 
キーワード：世界史・国際軍縮問題 
 
１．研究計画の概要 
 本研究は、イギリス、ドイツ、オーストリ
ア＝ハンガリー帝国、アメリカ、日本の兵器
産業と軍産関係ならびに武器移転の歴史に
注目して、両大戦間期における軍縮破綻の構
造を多角的・総合的な視点より解明すること
を目的としている。特に、武器移転の「送り
手」と「受け手」の世界的な全体構造に焦点
を当て、帝国史・国際関係史・経済史の総合
化による軍縮問題研究の再構築を試みる。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究は、19 世紀末から第二次大戦前夜ま
での日欧米における軍産関係の実態解明、軍
縮の社会的経済的影響の解明、戦間期軍縮交
渉の破綻原因の解明、以上の３点を主な課題
としている。 
 2011 年度も、以上の３課題に関する各研究
分担者及び連携研究者の研究成果を確認し
た上で、引き続き、国内外の一次資料の調
査・収集を進め、フォーラムや学会等での紹
介に努める。 
 公開フォーラムとの関係では、この間、明
治大学軍縮平和研究所主催の講演会を数回
実施して、全国の研究者との連携を拡大する
ことが出来たが、その一方では、会員制の兵
器産業・武器移転フォーラム（東大経済学部）
http://www.onozukat.e.u-tokyo.ac.jp/For
um_AT.html も回を追って活発となり、兵器産
業や武器移転の歴史に関心をもつ研究者の
研究交流・情報交換・共同研究の場として、
全国的に高い評価を得るようになってきた。
同フォーラムは政治経済学・経済史学会の常
設専門部会であるが、会員でなくても、この
分野に関心を持つ研究者ならば、紹介状があ
れば誰でも自由に参加できる組織である。 

 ちなみに 2011 年 4 月 23 日には第 23 回目
のフォーラムが開催され、西尾典子（九州大
学大学院）「日本海軍と中小航空機製造会社」
および土屋元（パリ第 10 大学大学院）「第
一次大戦後フランス航空機産業と政府の調
達行政」の報告がなされた。 
 本共同研究の基本テーマは「軍縮と武器移
転」であるが、現時点ではこのテーマに関し
て「武器移転の国際的連鎖の構造」と「軍縮
破綻の世界史的構造」の２点から研究を進め
てきており、それをめぐる議論と資料の蓄積
状況は、ほぼ当初の計画通りに進んでいると
言えよう。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進んでいる。 
 2009 年 9月には、本研究の研究分担者なら
びに連携研究者が社会経済史学会全国大会
（東洋大学）でパネル報告（論題「ドイツ第
三帝国の軍拡政策と国際関係」）を行ない、
さらに同年 10 月には本研究の別のメンバー
が政治経済学・経済史学会秋季学術大会（岡
山大学）でもパネル報告（論題「武器移転史
のフロンティア」を行なった。これらの報告
は、すでに 1冊の研究書として刊行する直前
にある（2012 年春刊行）。 
 また、2008 年以来、欧米の研究者との研究
交流の続けてきており、とりわけフロリダ州
立大学歴史学部のジョナサン・グラント教授
からは本共同の次期共著への寄稿論文もす
でに届き、日本語への翻訳も概ね終了してい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 2011 年秋に予定されている政治経済学・経
済史学会秋季学術大会（立命館大学）では、
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本共同研究の他のメンバー（日本関連）によ
って３回目のパネル報告（論題「戦間期日本
の兵器生産と軍縮問題」）を計画している。 
 以上の学会報告を踏まえて、出版計画（１）
「武器移転の世界史」を実行に移す（本年９
月入稿、2012 年春刊行）。さらに出版計画（２）
「戦間期日本の兵器生産と軍縮問題（仮題）」
についても具体化するために、本年 12 月に
は広島呉で研究会を開催し、研究メンバーの
成果を最終確認する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計１２件） 
① Tadashi Kuramatsu, 'The Geneva 

Naval Conference of 1927: The US 
Preparation for the Conference, 
November 1926 to June 1927'『青山国際
政経論集』第 83 号、89-122 頁、2011 年、
査読なし 

② 奈倉文二「第一次世界大戦期の日本爆発
物会社と技術移転－英国政府及び出資者
との関係を中心に－」『軍事史学』第 46 巻
第 4号、61-78 頁、2011 年、査読有り。 

③ 千田武志「日清戦争期の呉軍港における兵
器工場の建設と生産」『軍事史学』第46巻第
1号、42-60頁、2011年、査読有り。 

④ 横井勝彦「アジア航空機産業における国
際技術移転史の研究」『明治大学社会科学
研究所紀要』第 49 巻第 1号、45-65 頁、2010
年、査読有り。 

⑤ 永岑三千輝「ハイゼルベルクと原爆開発」
『横浜市立大学論叢』社会科学系列、第 60
巻第２・3 合併号、133-148 頁、2009 年、
査読なし。 

 
 
〔学会発表〕（計６件） 
① 田嶋信雄「日本から見たドイツの戦争」  
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第三帝国の軍拡政策と国際関係」）。 
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